
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、
北

海
道
の
土
地
面
積
８
３
４
万
ha

の
う
ち
、
約
４
割
に
あ
た
る
３

０
４
万
ha
の
国
有
林
を
管
理
し

て
い
ま
す
。 

そ
の
８
割
近
く
を
天
然
林
が

占
め
、
世
界
自
然
遺
産
で
あ
る
知

床
を
は
じ
め
、
原
生
的
な
森
林
が

広
が
っ
て
お
り
、
希
少
な
野
生
生

物
が
生
息
す
る
な
ど
、
学
術
的
に

も
価
値
の
高
い
森
林
が
数
多
く

あ
り
ま
す
。 

一
方
で
、
戦
後
植
栽
さ
れ
た
ト

ド
マ
ツ
や
カ
ラ
マ
ツ
な
ど
の
人

工
林
資
源
が
成
熟
し
、
循
環
利
用

で
き
る
資
源
と
し
て
、
林
業
・
木

材
産
業
の
成
長
に
よ
る
地
域
振

興
や
循
環
型
社
会
の
構
築
へ
の

貢
献
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

北
海
道
森
林
管
理
局
は
、
公
益

重
視
の
管
理
経
営
の
一
層
の
推

進
、
森
林
・
林
業
再
生
に
向
け
た

貢
献
に
向
け
、
組
織
・
技
術
力
・

資
源
を
活
か
し
、
民
有
林
関
係
者

と
も
連
携
を
図
り
つ
つ
、
以
下
の

事
項
に
重
点
的
に
取
り
組
み
ま

す
。 

平
成
２８
年
度
台
風
災
害 

か
ら
の
復
旧 

 

昨
年
の
台
風
に
よ
る
森
林
・

林
業
関
連
被
害
は
全
道
で 

２
０
９
億
円
（
う
ち
国
有
林
の

被
害
は
１
３
８
億
円
）
に
達
し

て
い
ま
す
（
平
成
29
年
３
月
現

在
）
。
復
旧
事
業
の
早
期
発
注

を
行
う
と
と
も
に
、
森
林
土
木 

 
 

工
事
と
し
て
全
国
で
初
め
て

「
概
算
数
量
発
注
方
式
」
（
工

事
発
注
に
あ
た
り
、
詳
細
な
設

計
図
書
に
よ
ら
ず
概
算
数
量
で

発
注
し
、
細
部
は
施
工
中
の
設

計
変
更
に
よ
っ
て
処
理
す
る
方

式
）
の
採
用
、
立
木
販
売
と
造

林
の
混
合
契
約
の
推
進
等
に
よ

り
、
被
災
箇
所
の
早
期
復
旧
に

取
り
組
み
ま
す
。 

    

    

機
動
性
や
効
率
性
等
の
利
点

を
持
つ
ド
ロ
ー
ン
を
森
林
・
林

業
の
現
場
に
お
い
て
も
活
用
す

る
た
め
の
実
証
や
、
実
際
の
使

用
等
に
取
り
組
み
ま
す
。 

 

  

 

公
益
重
視
の
管
理
経
営
の

一
層
の
推
進 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

公
益
的
機
能
の
高
度
な
発
揮

を
図
る
た
め
、
北
海
道
や
森
林

総
研
等
か
ら
の
協
力
を
得
つ
つ
、

天
然
生
稚
樹
を
活
用
し
た
ト
ド

マ
ツ
人
工
林
の
新
た
な
施
業
タ

イ
プ
の
開
発
や
、
人
工
林
内
で

の
地
表
処
理
に
よ
る
天
然
更
新

試
験
の
実
施
、
ま
た
、
天
然
林

施
業
に
よ
る
持
続
可
能
な
森
林

経
営
の
検
証
等
、
新
た
な
施
業

技
術
の
実
証
等
に
よ
り
、
天
然

力
を
活
用
し
た
多
様
で
健
全
な

森
林
へ
の
誘
導
に
取
り
組
み
ま

す
。 

   

保
護
林
制
度
１
０
０
年
の
節

目
を
期
に
保
護
林
の
見
直
し
を

進
め
ま
す
。
現
在
、
北
海
道
内

に
設
定
さ
れ
て
い
る
森
林
生
態

系
保
護
地
域
を
は
じ
め
と
す
る

２
２
４
箇
所
の
保
護
林
を
分
か

り
や
す
く
効
果
的
に
保
護
管
理

す
る
た
め
、
新
た
な
３
区
分
１

９
１
箇
所
に
再
編
し
、
管
理
水

準
の
向
上
を
目
指
し
た
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
手
法
を
検
討
し
ま
す
。 

ま
た
、
希
少
種
の
保
護
管
理

に
お
い
て
は
、
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ

な
ど
の
生
息
環
境
の
向
上
を
目

指
し
た
積
極
的
な
施
業
を
進
め

ま
す
。
こ
れ
ら
の
生
態
系
保
全

管
理
の
一
層
の
推
進
等
に
よ

り
、
生
物
多
様
性
の
保
全
に
貢

献
し
ま
す
。 

               

 

今
年
度
ス
タ
ー
ト
し
た
第
５

①
台
風
災
害
の
早
期
復
旧 

⑤
エ
ゾ
シ
カ
被
害
対
策
の 

推
進 

③
天
然
力
を
活
用
し
た 

多
様
な
森
林
づ
く
り 

平成 29 年度北海道森林管理局の主な取組 

段差解消による 

採餌環境の改善 

森林整備による 

生息環境の改善 

②
ド
ロ
ー
ン
の 

森
林
調
査
へ
の
活
用 

④
生
物
多
様
性
保
全
へ
の

貢
献 

洞爺湖周辺の風倒被害箇所

ドローンで撮影した 
山腹崩壊箇所（本別町）
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期
の
北
海
道
エ
ゾ
シ
カ
管
理
計

画
で
は
、
更
な
る
捕
獲
対
策
の

継
続
が
必
要
と
さ
れ
ま
し
た
。 

 

北
海
道
森
林
管
理
局
に
お
い

て
も
、
エ
ゾ
シ
カ
の
生
息
や
被

害
の
動
向
把
握
、
捕
獲
体
制
の

構
築
、
狩
猟
者
が
捕
獲
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
な
ど
、
地
域
や

関
係
機
関
と
連
携
し
た
、
エ
ゾ

シ
カ
対
策
を
推
進
し
ま
す
。 

           

今
年
度
よ
り
、
国
有
林
の

「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
」

を
核
と
し
た
観
光
地
づ
く
り
を

推
進
す
る
「
森
林
景
観
を
活
か

し
た
観
光
資
源
の
創
出
事
業
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
全
国
に

設
定
さ
れ
た
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
の
森
」
か
ら
、
特
に
魅
力

あ
る
自
然
景
観
を
有
す
る
な
ど

の
モ
デ
ル
的
な
箇
所
に
つ
い
て
、

地
域
と
連
携
し
て
情
報
発
信
や

重
点
的
な
環
境
整
備
等
を
実
施

し
ま
す
。 

              

白
老
町
に
お
け
る
民
族
共
生

象
徴
空
間
の
整
備
に
関
連
し

て
、
ポ
ロ
ト
自
然
休
養
林
の
活

用
に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
ま

す
。
ま
た
、
平
取
町
内
の
国
有

林
に
お
い
て
北
海
道
本
来
の
森

林
の
再
生
等
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
道
と
連
携
し
て
伝
統
的

工
芸
品
「
二
風
谷
ア
ッ
ト
ゥ
シ
」

の
原
材
料
と
な
る
オ
ヒ
ョ
ウ
ニ

レ
の
安
定
的
な
供
給
に
取
り
組

み
、
こ
れ
ら
に
よ
り
ア
イ
ヌ
政

策
へ
の
貢
献
を
推
進
し
ま
す
。 

 

森
林
・
林
業
再
生
に 

向
け
た
貢
献 

 

  

組
織
、
技
術
力
、
資
源
を
活

用
し
、
低
コ
ス
ト
で
効
率
的
な

作
業
シ
ス
テ
ム
の
提
案
や
先
駆

的
な
実
行
、
民
有
林
と
連
携
し

た
森
林
整
備
の
実
施
、
森
林
・

林
業
技
術
者
等
の
育
成
、
林
産

物
の
安
定
供
給
等
を
通
じ
て
、

北
海
道
の
森
林
・
林
業
の
再
生

に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。 

     

人
工
林
資
源
が
主
伐
期
を
迎

え
る
中
で
、
再
造
林
に
向
け
た 

            

種
苗
の
安
定
供
給
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。 

こ
の
た
め
、
北
海
道
と
も
連

携
し
、
苗
木
生
産
に
必
要
な
種

子
の
増
産
を
目
的
と
し
て
、
カ

ラ
マ
ツ
及
び
ト
ド
マ
ツ
採
種
園

に
お
い
て
、
種
子
の
着
果
を
促

進
さ
せ
る
処
理
（
環
状
剥
皮
）

や
採
種
を
容
易
に
す
る
採
種
園

の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
国
有
林
が
必
要
と
す

る
コ
ン
テ
ナ
苗
の
品
質
・
規
格

の
標
準
化
や
コ
ン
テ
ナ
苗
の
需

要
見
通
し
に
つ
い
て
の
情
報
提

供
等
に
努
め
る
こ
と
等
に
よ
り

苗
木
生
産
者
等
と
の
連
携
を
強

化
し
、
優
良
種
苗
の
安
定
供
給

を
促
し
ま
す
。 

        
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

     

 

高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
は

進
ん
で
き
て
い
ま
す
が
、
生
産
性

向
上
の
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

機
械
を
効
率
的
に
組
み
合
わ
せ

た
作
業
仕
組
み
と
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。 

 

こ
の
た
め
、
２９
年
度
は
試
行

的
に
１
署
当
た
り
１
契
約
事
業

者
に
工
程
管
理
表
を
作
成
し
て

い
た
だ
き
、
事
業
者
が
自
社
の 

作
業
工
程
を
分
析
し
ボ
ト
ル
ネ

ッ
ク
の
解
消
等
を
図
る
こ
と
を

促
す
な
ど
、
生
産
性
の
向
上
に
資

す
る
取
組
を
行
い
ま
す 

 

ま
た
、
素
材
生
産
事
業
者
が
簡

易
に
工
程
分
析
を
行
え
る
シ
ス

テ
ム
を
開
発
し
ま
し
た
の
で
、
北

海
道
、
関
係
団
体
等
と
連
携
し
、

民
有
林
所
有
者
、
素
材
生
産
事
業

体
へ
の
普
及
に
取
り
組
み
ま
す
。 

          

役割を決めて

エゾシカを 
効果的に捕獲！ 

⑥
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
の

観
光
資
源
と
し
て
の
活
用 

ポロト自然休養林 

⑦
ア
イ
ヌ
施
策
へ
の
貢
献 

ニセコ・神仙沼自然休養林

⑧
造
林
の
省
力
化
・ 

 
 

 
 

低
コ
ス
ト
化 

⑨
優
良
種
苗
の
安
定
供
給
の 

推
進 

コンテナ苗

⑩
工
程
管
理
に
よ
る 

 
 

 

生
産
性
向
上
の
取
組 

ハーベスタによる枝払い、造材 

搬出 

捕獲 

誘引 

除雪 
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森
林
資
源
を
活
用
し
た
地
域
振

興
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
材

の
需
要
拡
大
、
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
や
地
域
熱
利
用
へ
の
貢

献
、
地
域
農
林
水
産
業
へ
の
寄 

与
等
に
重
点
を
置
い
た
、
立
木 

及
び
丸
太
の
シ
ス
テ
ム
販
売
等 

に
取
り
組
み
ま
す
。
特
に
、
民 

                      

 

有
林
と
連
携
し
た
立
木
シ
ス
テ

ム
販
売
は
、
北
海
道
が
全
国
に

先
駆
け
て
実
施
し
て
お
り
、
引

き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。 

ま
た
、
公
共
建
築
物
等
の

木
造
化
・
内
装
木
質
化
事
例

や
活
用
可
能
な
各
府
省
施
策

の
情
報
の
収
集
・
提
供
等
に

よ
り
、
木
材
利
用
の
拡
大
に

取
り
組
み
ま
す
。 

                       

  

 

北
海
道
と
連
携
し
て
、
森

林
・
林
業
の
再
生
に
向
け
た

市
町
村
の
取
組
を
支
援
し
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
全
市
町

村
に
設
置
さ
れ
た
市
町
村
森

林
整
備
計
画
実
行
管
理
推
進

チ
ー
ム
の
活
動
を
通
じ
た
森

林
整
備
計
画
の
実
行
管
理
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
が

抱
え
る
課
題
の
解
決
に
向
け

た
署
別
の
テ
ー
マ
に
取
り
組

む
な
ど
、
具
体
的
な
支
援
を

推
進
し
ま
す
。 

                 

  
 

                                

  
⑪
国
有
林
材
の
安
定
供
給
・ 

 
 

 

木
材
利
用
の
拡
大 

協 定 

安定供給 

温水プールや加温施設
等での熱利用施設 

熱 

家畜敷料 
農産物の緩衝材等 

木質バイオマス
ボイラー 
（地域熱利用）

木質バイオマス 

発電施設（FIT 対応） 

公共建築物や畜舎な
ど非住宅建築物も含
めた建築資材として
の利用 

道内の農林水産業
への利用 

新たな建築資材や
輸入製材品の代替 

立木・丸太のシステム販売 

製材工場やチップ工場の
木材加工事業者、素材生産
事業者、流通事業者 

国有林 

市町村森林整備計画実行管理推進チームでの活動 

根釧西部森林管理署で

は、防風保安林の主伐に

係る現地検討会を開催

し、市町村森林整備計画

の樹立に向けて国有林の

事例を紹介。 

注 1：（ ）は前年度繰越で外書 
注 2：更新は、新植、改植、天Ⅰの地拵、植付面積の 

合計である 
注 3：保育は、下刈、つる切、除伐、除伐２類、保育間

伐（存置型）の合計である 
注 4：造林の更新、保育面積には、治山費による実行分

を含む 
注 5:《》は、災害復旧事業費の前年度繰越で外書 
注 6:〈〉は、災害復旧事業費の過年度災害分である 

単位 対前年比

立木販売 千㎥ 680 680 100%

製品販売 千㎥ 626 620 99%

更　　　新 ha （ 222 ） 1,485 （ 814 ） 1,016 68%

保　　　育 ha （ 3,072 ） 13,006 （ 788 ） 11,917 92%

新　　　設 km （ 10 ） 41 （ 20 ） 37 90%

《 421 》 〈 　55〉 《 1,294 》 〈 460〉

（ 234 ） 1,955 （ 645 ） 1,963 100%

百万円 《 142 》 〈　　0〉 《 6,980 》 〈 271〉

百万円 （ 552 ） 3,183 （ 562 ） 3,199 101%

治山事業

事 業 費 百万円

販売量

造　　林

林　　道

平成28年度当初 平成29年度当初区　　　分
平成 29 年度 記者発表 

 

４
月

１９

日
（
水
）
、

「
北
海
道
森
林
管
理
局

の
主
な
取
組
」
に
つ
い

て
、
マ
ス
コ
ミ
各
社
向

け
の
記
者
発
表
を
行

い
、
記
者
の
み
な
さ
ん

か
ら
熱
心
な
質
問
を
受

け
ま
し
た
。 

 

北
海
道
森
林
管
理
局

で
は
、
道
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
、
健
全
で
活

力
あ
る
森
林
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

⑫
民
有
林
支
援
の
推
進 
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